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目 的

生活習慣病予備群に対する、個人の生活
習慣への介入

特に、多忙により頻回の介入（来院による
診察、栄養士による面談）が困難な中高年
を対象とする

インターネットを活用し、個人の状況に応じ
たテーラーメイドのサービス提供
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めたぼりネットによる患者教育支援

食事、運動、体重の自己チェック

教育者による助言および患者参加へのア
プローチ

SNS(Social Network Service)による
ネットワーク上のグループ形成
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利用者のモチベーション維持

できるだけわかりやすい画面を構成し、利
用者の円滑な利用を促進するだけでなく、
利用者のやる気を維持する仕組みも必要

プログラムの実施状況およびバランス評価の
可視化

画面上のアバターの表情による栄養士の総合
評価表示

同一プロジェクト内の他の参加者のデータの閲
覧機能
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めたぼりネット：システムの概要

統括管理

指導 指導

チーム

プロジェクト

利用者は複数のプロ
ジェクト・チームに参
加可能

SNS
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めたぼりネット

Eメール・Web
体重や生活の状況
をマイページに

記載

医師による指導

栄養士・運動指導
士による評価

栄養士からのコメント

日々の食事の写真や
コメントを送信

Life-style intervention via Internet: Professional advisory system

インターネットを利用した
生活習慣病予防

運動指導士からのコメント

利用者

SNS
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大まかな運用の流れ
1. 食習慣アンケートへの回答

2. 食事の写真をメールで送信（第１回目）※

連続する３日間の朝・昼・晩・おやつの写真

コメント（「今日の出来事」）、体重を入力

3. 食事の写真をメールで送信（第２、３、４、５回目）※

１日分の朝・昼・晩・おやつの写真

コメント（「今日の出来事」）、体重を入力

4. 最終アンケートへの回答
※メールの送信間隔はおおむね２週間

初回
（連続３日分）

２回目
（１日分）

３回目
（１日分）

４回目
（１日分）

各２週間

５回目（最終）
（１日分）

（全部で２ヶ月間）
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ライフコーダ（スズケン製）

歩数と消費カロリー、運動強度を計測
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体重の経時推移のグ
ラフ表示

運動量・歩数の経
時推移のグラフ表
示

栄養士・運動指導
士のコメント

メッセージ交換

プログラム実施実績
表示

バランス評価

アバター

食事写真
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SNS( Social Network Service )

quality

quantity

Human community

Internet community
Social networking service

Educator
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SNS機能：マイページから他の人のページを閲覧
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パイロットスタディ

健常者およびIFG、IGTの患者

(n=41, M/F=29/12, Average age=49)

・Group 1 : めたぼりネット Ver.1適用

(n=13, M/F=7/6 , Average age=41.5)
・Group 2 : めたぼりネット Ver.2適用

(n= 28, M/F=22/6 , Average age=38.8)
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結 果

利用者の途中脱落は17%(7/41)
食事または運動習慣の意識変化をもたらした
利用者は53% (18/34 ) 
体重減少のあった利用者は56% (19/34)
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